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モロッコ経済日誌 ２０１２年１０月 

在モロッコ日本大使館経済班 

Ｉ．国内経済 

１． 指標等 

①スタンダード＆プアーズ社（Ｓ＆Ｐ）によるモロッコ長期外貨建てソブリン債の見通しの下方

修正1

１１日，

 

Ｓ＆Ｐ社は見通しの下方修正の理由について，「経常赤字と財政赤字という双子の赤字への改

善策が見られない場合，社会的圧力の増大が政情不安に繋がる恐れがある。また，欧州金融危機

によるモロッコ実体経済へマイナスの影響も考えられ，見通しをネガティブにした。今後，状況が改

善されないようであれば，格付け自体の引き下げも検討する」と言及。 

Ｓ＆Ｐはモロッコの長期外貨建てソブリン債の格付けを「投資適格」カテゴリーの「ＢＢＢ－」

に維持しつつも，格付けの将来見通しについては安定的からネガティブへ下方修正した。 

モロッコ中央銀行のジョアリ総裁は「投資適格」が維持されただけでも良いニュースであると述べ

た。 

 

②ムーディーズ社によるBMCE銀行，Credit du Maroc格付けの引き下げ2

 ２２日，ムーディーズ社（Moody’s）は流動性リスクや不良債権比率等を考慮し，モロッコ貿易銀行

（BMCE：Banque marocaine du Commerce Extérieur）およびモロッコ信託銀行（Credit du Maroc）格

付けの引き下げを行った。見通しはいずれもネガティブ。 

 

モロッコ貿易銀行（BMCE 銀行）：   長期格付  Baa3 →Ba1 

                        短期格付 プライム３ → プライムなし 

モロッコ信託銀行（Credit du Maroc）：長期格付  Baa2 →Baa3 

                        短期格付 プライム 2 → プライム 3 

特に，BMCE についてはサブサハラアフリカへの投資拡張が問題視された。 

 

③２０１２年１月～９月までの貿易収支3 

輸入・輸出とも増加。

 

前年同期比で輸入額は４．３％，輸出額は３．８％の増加。ただし，カバー

率（輸出額／輸入額）は前年同期の４８．４％から４８．２％へやや減少した。 

２０１１年１月～９月 ２０１２年１月～９月 推移 

輸入額（ＣＡＦ）  ２６６，５５６ ２７８，１４７ ４．３％ 

輸出額（ＦＯＢ）  １２９，０３５ １３３，９４４ ３．８％ 

                                                
1 Les Echos(10 月 12 日)，エコノミスト（10 月 15 日） 
2 Les Echos（10 月 24 日） 
3 モロッコ為替局ホームページ，www.oc.gov.ma, Indicateurs Préliminaires des Echanges Extérieurs 

Janvier-septembre 2012, （10 月 10 日発表） 

1DH=9.32 円（10 月 30 日） 
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貿易収支 ▲ １３７，５２１ ▲ １４４，２０３ ▲４．９％ 

カバー率（輸出額/輸入額） ４８．４％ ４８．２％  

       （単位：１００万ＤＨ） 

（１） 輸入 

エネルギー関連の輸入額増は価格の上昇に伴うもの。原油輸入量はやや減少（３６０万トン，

前年同期３７４万トン，前年同期比３．８％減）したが，原油輸入価格が前年同期比で５．５％上昇

（６５７０DH/トン，前年同期は６２２８DH/トン）した。 

原油，軽油石油ガス等のエネルギー関連品目および自家用車・産業用車両など全体的に増

加。他方，麦は減少。 

また，軽油・重油については輸入量はほぼ同じ（３６１万トン，前年同期３６６万トン）だったが，

輸入価格が前年同期比で１３％上昇したため（７４４４DH/トン，前年同期は６５８５DH/トン），輸

入額が前年比で１１．５％上昇した。 

 

主要輸入品目（単位１００万ＤＨ） 

品目 ２０１１年 

１月～９月 

割合

(%) 

２０１２年 

１月～９月 

割合

(%) 

推移

（％） 

軽油・重油 24,107 9.0 26,879 9.7 11.5 

原油 23,326 8.8 23,669 8.5 1.5 

石油ガス・その他ガス 12,095 4.5 13,468 4.8 11.3 

麦 7,605 2.9 6,738 2.4 ▲11.4 

機械類 4,941 1.9 5,097 1.8 3.1 

化学製品 6,148 2.3 6,086 2.2 ▲1.0 

プラスティック材料 7,498 2.8 7,943 2.9 5.9 

自家用車 6,618 2.5 7,918 2.8 19.6 

産業用車両 4,070 1.5 6,002 2.2 47.5 

 

麦の輸入額減少は，輸入量減少と輸入価格の低下によるもの。２０１１年１月～９月は２５１万トン

を輸入したのに対し，２０１２年同期は２３９万トンと減少，輸入価格の方も前年同期３０１ＤＨ/トンか

ら２８１ＤＨ/トンへと低下した。 

 

（２）輸出 

       （単位：１００万ＤＨ） 

燐鉱石・リン酸・肥料が全体に占める割合は２７．１％と４分の１以上に相当（前年同期は２７．

６％）。その他の品目では自家用車の輸出が昨年に比べ急増した。 

 

品目 ２０１１年１月～９月 ２０１２年１月～９月 推移 

燐鉱石・リン酸・肥料 ３５，６８６ ３６，３８０ １．９％ 

リン鉱石関連以外 ９３，３４８ ９７，５６３ ４．５％ 
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主要輸出品目（単位１００万ＤＨ） 

品目 ２０１１年 

１月～９月 

割合(%) ２０１２年 

１月～９月 

割合(%) 推移（％） 

燐鉱石派生品 26,426 20.5 26,638 19.9 0.8 

衣類 14,146 11.0 14,202 10.6 0.4 

ワイヤハーネス 12,067 9.4 11,348 8.5 ▲6.0 

燐鉱石 9,260 7.2 9,742 7.3 5.2 

メリヤス類（靴下など） 5,789 4.5 5,660 4.2 ▲2.2 

石油燃料 2,606 2.0 4,579 3.4 75.7 

甲殻類 4,082 3.2 4,249 3.2 4.1 

魚缶詰 2,904 2.2 3,891 2.9 34.0 

自家用車 669 0.5 3,428 2.6 412 

トランジスター 3,875 3.0 3,289 2.4 ▲15.1 

 

（３）その他指標 

前年同期比で観光収入，在外モロッコ人からの海外送金，海外からの直接投資の何れも減少

 

。 

２０１１年１月～９月 ２０１２年１月～９月 推移 

観光収入 ４５，３６３ ４３，７３８ ▲３．６％ 

在外モロッコ人からの海外送金 ４４，１１５ ４２，６４０ ▲３．３％ 

海外からの直接投資 ２１，７１５ ２０，８０５ ▲４．２％ 

（単位：１００万ＤＨ） 

 

２． 建設・公共事業・インフラ等 

①マラケッシュ空港のターミナル２の工事進捗状況4

 ２０１１年３月から開始され現在約３２％の工事が終了，２０１４年末の完成を目指す。 

 

年間受け入れ乗客キャパシティーは現在の３００万人から９００万人になる予定。観光開発計画

Vision 2020 では将来的に観光客の大幅増加を見込んでおり，同計画に対応するもの。投資額は

９億１７００万ＤＨで，敷地面積は６７，０００㎡。 

 

②クウェートTaameer不動産投資会社のタンジェ高級住宅開発5

 クウェート Taameer 社はタンジェで高級住宅，ホテル，ショッピングセンターを開発するため，４８０

０万ＤＨを費やし，３５，０００㎡の土地を購入した。同計画は「Fawaz Al Badr」計画と呼ばれ，総工

費は４億５１００万ＤＨに上る見込み。 

 

 

 

 

 

                                                
4 Les Echos(10 月 17 日) 
5 Les Echos（10 月 15 日） 
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３． 農業・漁業 

①２０１２年-２０１３年穀物収穫高の予測値6

 １０月末に雨量が増加したため，

 

今期の穀物収穫高は約６５０万トンとなり，農業分野成長率は４

～５％になると予測。

 

２０１３年予算案の農業成長率５％という予測値に近い数字。なお，前年の農

業成長率はマイナス５．８％だった。 

②２０１２年-２０１３年柑橘類生産高の予測値7

 オレンジ，みかん，グレープフルーツなど柑橘類の生産高は約１５００万トン（前年比２４．６％減）

になるものと予測。地中海諸国全域において柑橘類の生産量は減少しており，輸出量も全体的に

15～20％減少すると見られているが，価格の方が上昇するとみられ，輸出額は前年並みを維持す

る見込み。 

 

 

③２０１２年-２０１３年デーツ生産高の予測値8

デーツの生産量は１１０，１８０トンと過去 5 年の平均と比較し１０％増と好調だった。ワルザザート

地方がモロッコ全体の５０％以上の６５，０００トンを生産した（過去 5 年平均は５６，０００トン）。耕作

地の拡大，生産性向上を行い，２０２０年までに１６万トン，２０３０年までに１８．５5 万トンの生産を目

指す。 

 

 

４． 産業・エネルギー 

①英国Chariot Oil & Gas Investments の石油探査契約9

 ２５日，英国 Chariot Oil & Gas Investments 社は，モロッコ炭化水素鉱山公社（ONHYM）とラバト

沖合における６カ所の石油探査契約に署名した。総面積は１０７８２㎢で探査契約期間は３年。 

 

 

②ソニー・ブラビア８４型４Ｋテレビの販売開始予定10

 １８日，ソニー社の杉山中東アフリカ部長は１２月からモロッコでブラビア８４型４Ｋテレビの販売を

開始すると発表した。モロッコにおけるソニーのテレビシェアが縮小する中，販売戦略を転換し，今

後は最新技術を投入した製品販売を目指す。市場獲得の可能性が高いモロッコから販売をはじめ，

他のアフリカ諸国へも市場を拡大する狙い。同テレビの販売価格は２５万ＤＨ（約２３０万円）でソニ

ー特約店である Electronia をはじめとし，他の販売代理店でも購入可能。 

 

 

 

 

                                                
6 Les Echos（10 月 31 日） 
7 農業･漁業省プレスリリース（10 月 8 日） 
8農業･漁業省プレスリリース（10 月 30 日） 
9 エコノマップ（10 月 29 日） 
10 各紙報道（10 月 19 日） 
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③太陽エネルギー・新エネルギー研究所（ＩＲＥＳＥＮ）支援の研究開発プログラムの発表11

３０日，ＩＲＥＳＥＮ（Institut de Recherche en Energie Solaire et Energies Nouvelles）は同研究所が

支援する２０１２年研究開発援助プログラム（Inno therm1, Inno therm2）の採用プロジェクトを発表し

た。企業・大学間のコンソーシアムが提出したプロジェクト数は７２に上ったが，そのうちインバータ

ー，断熱材，温水器，リチウムイオンなどに関する 8 つのプロジェクトが承認され，各プロジェクトに

研究費を出資することで合意した。各プロジェクトに充当される額は１００～５００万ＤＨ。 

 

承認されたプロジェクトの関係者とＩＲＥＳＥＮとの間で署名式が行われ，ダウディ高等教育・科学

研究・幹部養成大臣，ドゥイリ・エネルギー・鉱山・水利・環境大臣らが出席した。 

 

５． その他 

①「Doing Business 2013」 ビジネスの行い易さ度報告書12

２３日に世界銀行が発表した報告書「Doing Business 2013」によれば，

 

モロッコのランキングは世

界１８５か国中９７位と，昨年の９４位から３ランクダウンした

・チュニジア：４６位→５０位 

。詳細を見ると，改善した主な項目は「会

社設立」で，会社設立の際の最低資本金の義務づけを廃止し，９３位から５６位と大幅アップさせた。

ただし，手続き日数は１２日間と依然として長い。また，貿易手続きに関してはランクダウンしたもの

の，コンテナごとで計算された輸出費が５７７ドルと中東・北アフリカ地域で一番安いということはモ

ロッコの強みである。他方，悪化した主な項目は「不動産登記」で，不動産登記料を不動産価格の

３．１％から５．９％に増加させたことが原因。 

・トルコ：７１位→７１位 

・エジプト：１１０位→１０９位 

・モロッコ：９４位→９７位 

・アルジェリア：１４８位→１５２位 

 

モロッコ 

順位 

総合 

 

会社

設立 

建築

許可 

電気ア

クセス   

不動産

登記 

信用 

獲得 

投資家

保護 
税制 

貿易 

手続 

契約

履行 

破産

手続 

２０１３ ９７ ５６ ７９ ９２ １６３ １０４ １００ １１０ ４７ ８８ ８６ 

２０１２ ９４ ９３ ７５ １０７ １４４ ９８ ９７ １１２ ４３ ８９ ６７ 

２０１１ １１４ ８２ ９８ ― １２４ ８９ １５４ １２４ ８０ １０６ ５９ 

 

 

 

 

 

                                                
11 エコノマップ（10 月 31 日） 
12 世界銀行 Doing Business 2013   
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②羊犠牲祭による羊犠牲の数13

モロッコでは年間で１０００万～１１００万頭の羊が屠殺され，そのうちの約４００～５００万頭が羊犠

牲祭一日で犠牲となる。一日のために約７０億ＤＨが羊購入に充てられる計算。羊一頭値段は２５

００～３０００ＤＨ。 

 

１９９６年（干ばつの被害で羊頭数も減少した年）と１９９８年（伝統を守るか否か市民に選択を問う

た年）には，ハッサン二世前国王が全国民のために羊一頭を犠牲にした。 

 

③仏スーパーマーケットMonoprixが２０１３年末にオープン予定14

 仏スーパーマーケット Monoprix がモロッコで２０１３年末に一号店，２０１５年までに１５店舗のオー

プンを目指している。Monoprixはチュニジアにすでに進出し，現地のMabroukグループと提携して

おり，同グループとのリビア進出も決定した。モロッコでは Mabrouk グループ子会社（Société 

Nouvelle Maison de la Ville de Tunis）が「Monoprix et Monop」という店名で展開する予定。 

 

  

                                                
13 エコノミスト（10 月 12 日） 
14 エコノマップ（10 月 22 日），Les Echos（10 月 22 日） 



モロッコ経済日誌 ２０１２年１０月 

 

7 
 

ＩＩ．諸外国等との関係 

1. 外国政府との関係 

①第１０回モロッコ-スペイン間ハイレベル協議の開催15

３日，第１０回モロッコ-スペイン間ハイレベル協議に出席のため，スペインのラホイ首相他閣僚

が同国のビジネスマンらと共にモロッコを訪問した。 

 

ベンキラン首相及びラホイ首相は，公用旅券への査証廃止や文化・教育協力に関してなど，８

つの合意文書に署名した。同協議終了後，欧州・地中海地域の発展及び地中海のための連合

（UpM）及び５＋５イニシアティブの活性化についての責任を共同して果たすという「ラバト宣言」が

発表された。エネルギー相会談では両国間のエネルギー協力に関するハイレベル・ワーキンググ

ループの設置で一致。ワーキンググループは，再生可能エネルギー及びエネルギー輸出などに

関する合意文書の起草を行う予定。農水相会談ではモロッコ-ＥＵ間の漁業協定に関し，交渉を加

速したいとのモロッコ側の希望が伝えられた。農業に関しては，農業パートナー合意が１０月１日に

発効したことが想起された。 

 

②モロッコ-ＥＵ間農業パートナーシップ合意の発効16

 １日よりＥＵ－モロッコ新農業協定（農産加工品，水産品含む）が発効した。今年２月に欧州議会

で可決され，６月から発効される予定になっていたが，結局延長され１０月１日から発効されたもの。 

旧協定は２００４年１月から２０１２年９月末まで適用され，新協定に関しては２００６年から交渉を開

始，６年かけて可決に至った。 

 

ＥＵからモロッコへの輸出：発効直後から５５％の品目に対する関税を撤廃（現在３３％）。 

モロッコからＥＵへの輸出：１０年かけて７０％の品目に対する関税を撤廃（現在１％） 

なお，重点的に議論されているモロッコからＥＵへの輸出特別 6 品目（トマト，ズッキーニ，きゅうり，

みかん，にんにく，いちご）については，今回の合意の発効により，輸出上限枠がそれぞれ１５～５

０％増加した。 

 

③中国－アフリカ・リン鉱石分野開発フォーラムの開催（於：マラケッシュ）17

 １５日，アフリカ諸国および中国から約１７０人の関係者が集まり，第１回中国－アフリカ・リン鉱石

分野開発フォーラムが開催された。同分野では世界でも先進的な中国の経験が発表され，肥料増

産に向けての設備の近代化，自然保護を念頭においた開発などについて話し合われた。 

 

 

 

 

                                                
15 各紙報道（10 月 4 日） 
16 モロッコ経済日誌 2012 年 2 月，エコノミスト（6 月 22 日） 
17 エコノマップ（10 月 17 日） 
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④モハメッド６世国王の中東諸国５カ国の歴訪18

１６日－２３日，モハメッド６世国王がサウジアラビア，ヨルダン，カタール，ア首連，クウェートの中

東５カ国を歴訪した。主な随員は以下のとおり。 

  

ムーレイ・ラシッド王子（国王の弟），ムーレイ・イスマイル王子（国王の従弟），アッジマン国王顧

問（元法務大臣），ナスリ国王顧問（モハメッド５世基金会長（女性），エル・ヒンマ国王顧問（国王の

学友で PAM 党創設者），ズナギ国王顧問（前観光大臣），エル・オトマニ外務・協力大臣，トゥフィク

永代財産・イスラム宗教大臣，バラカ経済・財政大臣，アハヌッシュ農業・海洋漁業大臣，ラバハ設

備・運輸大臣，ルアルディ保健大臣，ドゥイリ・エネルギー・鉱山・水利・環境大臣 

２０１１年末モロッコはＧＣＣとの間で戦略的パートナーシップに合意しており，ＧＣＣ諸国はモロッ

コの国家開発計画に対して，２０１２年から２０１６年の５年間にわたり，年間１０億米ドルの財政支援

を実施することになっている。サウジアラビア，カタール，ア首連，クウェートの４カ国で等分され，各

国が５年間で１２億５千万米ドルを拠出する予定。 

（１）１６日-１７日：サウジアラビア訪問 

１７日，モハメッド６世国王はアブドッラー・サウジ国王と会談した。モロッコ・ＧＣＣ間戦略的パート

ナーシップ，地域情勢及び国際情勢について意見交換を行った。モハメッド６世国王はムーレイ・

ラシッド王子とともにメッカに参詣した。 

（２） １７-１９日：ヨルダン訪問。 

１８日，モハメッド６世国王はアンマンでアブドッラー・ヨルダン国王と会談。両国間協力関係の拡

大及び地域情勢について意見交換した他，ヨルダン国内のシリア難民キャンプ「Zaatari」にモロッ

コが設営した病院を訪問した。 

（３）２０日-２１日：カタール訪問 

２１日，モハメッド６世国王がハマド・カタール首長と会談。両国間関係及びシリア，パレスチナ問

題を初めとする地域情勢について意見交換した。随行した国王顧問及び閣僚はカタールの閣僚と

会談し，ＧＣＣによる対モロッコ支援，カタール，ア首連，クウェートによるモロッコの観光促進支援，

クウェートによるモロッコ人労働者の受入促進等について話し合った。 

（４）２２日-２３日：ア首連を訪問 

２２日，モハメッド６世国王はアブダビにてムハンマド副大統領兼首相（ドバイ首長）と会談。国王

の随員はア首連の閣僚と会合。ア首連は，農業，エネルギー，観光，保健，水の分野で協力すると

表明，モロッコ側は，農業，基礎インフラ整備，社会インフラ整備に関する１３の計画を提示。ア首

連はモロッコに技術委員会を派遣し，これらの計画の詳細を調査した上で，財政支援のプライオリ

ティーを決定すると表明。 

（５）２３日：クウェートを訪問 

２３日，モハメッド６世国王はサバーハ・クウェート首長と会談。両国関係の強化について意見交

換した。アラブ経済開発クウェート基金（KFAED)モロッコの開発計画に対する協力継続を表明。 

 

                                                
18 各紙報道 
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⑤ＩＭＦ・世銀総会への出席（於：東京）19

 １１日-１４日，ＩＭＦ・世銀総会が東京で行われ，モロッコからブリフ首相付総務・ガバナンス担当

特命大臣，バラカ経済・財政大臣，モロッコ中央銀行ジョアリ総裁らが出席した。また，ブリフ大臣と

バラカ大臣は「防災と開発に関する仙台会合」にも出席した。（当館注：同総会では，主に先進各

国の財政状況や成長見通し等について議論されたが，中国閣僚は欠席した。東京での同会合開

催は４８年ぶり。） 

 

 

⑥第３回国際原子力エネルギー協力フレームワーク（ＩＦＮＥＣ）執行委員会会合の開催（於：

マラケッシュ）20

 １０日，第３回ＩＦＮＥＣ執行委員会閣僚級会合が開催され，福島原発事故を受けた原子力の安

全利用等について議論された。ドゥイリ・エネルギー・鉱山・水利・環境大臣は「原子力発電計画も

なければ，他の決定もされていない。モロッコは今のところ，観察と学習の時期である」と言及した

が，同時に「原子力安全監督庁」の発足に向けた法案作りについても言及した。 

 

(当館注：日本からは近藤原子力委員会委員長，柳谷日本大使が出席した。) 

 

⑦韓国グリーン経済開発セミナーの開催(於：ラバト)21

 ３０日，在モロッコ韓国大使館とモロッコ高等計画委員会(統計局)の共催で，韓国グリーン経済

開発についてのセミナーが開催された。アハヌッシュ農業・漁業大臣，太陽エネルギー庁バクリ

長官，高等計画委員会(統計局)ラリミ長官，韓国 Kwak Seung Jun 大統領顧問長が出席した。

韓国側はさまざまな分野におけるグリーン開発への試みを発表し，アハヌッシュ大臣とバクリ長

官はモロッコのグリーン経済への取り組みを発表した。 

 

 

２. 経済協力 

①欧州投資銀行の借款22

４日，欧州投資銀行は預金供与公庫（ＣＤＧ）子会社のＭｅｄＺに対してテクノポール整備（7

カ所）第二フェーズのため１億ユーロ（１１億ＤＨ）を借款することで合意。 

 

５日，同行はモロッコ政府に対して灌漑用水節約計画に向けた４億６７００万ＤＨの借款を行

うことで合意。 

８日，同行はリン鉱石公社（OCP）に対して１億３０００万ユーロの借款に合意。二カ所の洗鉱

場，クリブガの低品質のリン鉱石の富化およびサフィにおける硫酸工場の設備向上に充当さ

れる。 

 

 

                                                
19 エコノマップ(10 月 9 日) 
20 エコノミスト（10 月 11 日），Les Echos（10 月 11 日） 
21 エコノミスト（10 月 31 日），Les Echos(10 月 31 日) 
22 エコノミスト（10 月 5 日，10 月 8 日，10 月 10 日） 
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②フランス開発庁（AFD）の借款23

９日，フランス開発庁は預金供与公庫（ＣＤＧ）子会社のＭｅｄＺに対し，ＣＤＧによる保証のも

と，１億５０００万ユーロを借款することで合意。うち１億ユーロがＭｅｄＺの銀行への返済に充て

られる。 

 

 

３. その他  

①モロッコ・ファイナンシャル・ボードとTheCityUKが協力を締結24

４日，カサブランカ・ファイナンス・シティー計画を進めるモロッコ・ファイナンシャル・ボードと英国

の TheCityUK が協力関係を強化していくことで合意した。 

 

世界各地，特に欧州の金融サービスに関する情報共有，人材育成などで協力する。 

モロッコ・ファイナンシャル・ボードはシンガポール，ルクセンブルグとも同様の協力協定を締結し

ている。 

 

②モロッコがアラブ地域特許プラットフォーム「ArabPat」協定に署名25

世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）総会のマージンで，モロッコ産業・商業財産庁（ＯＭＰＩＣ），ＥＰＯ

及びＷＩＰＯは，アラビア語圏の諸国における特許情報の利用促進を目指す地域的枠組みである

「ＡｒａｂＰａｔ」に関する協定に署名した。署名式には，同枠組みに参加するエジプト，ヨルダン及び

チュニジアからの代表も出席した。 

 

 同枠組みは，各機関が特許情報を交換すると共に，ウェブサイト上に電子情報として公開するこ

とで，特許情報の利用性を高めるというもの。 

 

③国際金融公社（SFI（Société financière internationale），世銀グループ）および二つのファン

ドがモロッコ中央人民銀行へ資本参加26

９月２５日，SFI および IFC Asset Management Company 管理の二つのファンドは，共同でモ

ロッコ中央人民銀行（Banque Centrale Populaire）に５％の割合による資本参加をする契約に

署名した。取引額は２億４００万ドル。 

 

なお，モロッコ中央人民銀行は２０１１年から金融分野への投資を促進しており，今後はアフ

リカへの投資を加速させる予定。 

                                                
23 エコノミスト（10 月 10 日） 
24 エコノマップ（10 月 5 日），Les Echos（10 月 5 日），ル・マタン（10 月 6 日-7 日） 
25 Les Echos（10 月 5 日），欧州特許庁（ＥＰＯ）ホームページ 
26 エコノミスト(10 月 1 日) ，Les Echos（10 月 1 日） 


